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4月5日（金）　新年度準備休園

4月8日（月）　9:00～11:00　平成31年度入園式・始業式

4月21日（日）　8:00～09:00　保護者会資源回収

行事予定
Event schedule 4
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[ c o l u m n ]

こ ど も の 森 コ ラ ム

新年度準備のため、例年ご協力をお願いしております。
ご理解よろしくお願い申し上げます。

大垣市内小学校の入学式（午後）と日程を合わせています。

新年度、明けましておめでとうございます。新しい仲間を迎え、新しい1年が始まることに職員一同期待に胸
をふくらませているところです。子供達が楽しく遊び、生活習慣を身に付け、お互いのことを意識しながら充
実した日々を送ることができるように努力していきたいと思いますので、保護者の皆様におかれましてもご
理解ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、新年度の始まりに際してかみいしづこどもの森の保育のスタイル、考え方をおさらいしておきたいと思
います。

子供の主体性や、成長していく過程で内面から沸き起こる自発的な行動を尊重してあげたいというのは誰し
もが思うこと。しかし、それはいろいろな事情が絡み合う現代社会にあっては口で言うほど簡単なことではあ
りません。思うのは簡単、しかし、それを実現するための形がないと、画餅になってしまうのです。

大人であれば、自分にとって好ましくない環境があった場合、それを自ら変えようとしたり、あるいはそこか
ら退避したりすることもできます。が、子供は違います。大人が用意した環境を生きるしかないのが子供達で
すので、その重要性は大人の比ではありません。

そんな中、こどもの森では子供達の主体性を尊重する具体的な形として、「生活習慣の自立支援」、「異年齢環
境」、「自由な意思で選択可能な遊び環境」を準備しています。

出生まもない時期から3歳になる頃までは、「保育」というよりは「育児」という考え方で子供の生活習慣の自
立を促すための働きかけに注力します。食、排泄、着脱衣はもちろんですが、それらを支援してくれる大人と
の密な関わりを通して、今後の育ちのすべてのベースとなる他者への愛着や他者を信頼する力を獲得してい
きます。家庭の育児機能をできるだけ丁寧にこども園の中で再現するようなやり方です。

生活習慣が自立してくると、いよいよ子供同士の関わりを通した教育的な要素が色濃くなっていきます。それ
は主ににじ組で見ることができますが、おおもも（2歳児クラス）でもその芽生えがあります。にじ組の「異年
齢環境」では、同年代以上のバリエーション豊かな人間関係の中で、時に葛藤を抱えたり衝突したりしつつ、
それらを自ら調整していく営みが繰り返されます。自分の立ち位置が理解できるようになり、自分のことだけ
ではなく、にじ組という集団に自分がどのような形で貢献できるのか、そんなことまで考えられるようになる
ことがひとつの目標でもあります。現に、クラスの決め事やみんなで遊びたいことなどは、最年長であるあお
組を中心に子供同士が話し合って決めていきます。みんなが気持ちよく生活できるように知恵を出し合うの
です。

また、「自由な意思で選択可能な遊び環境」も大切です。0,1歳児を中心としたちいもも・ちっちも、2歳児を中
心としたおおもも、そして3歳以上のにじ組、すべての部屋に共通する形です。今日やること、明日やること、
それを大人がすべて決めてしまうのではなく、用意された複数の選択肢の中から自分で選んでいくわけです。
この小さな自己決定の繰り返しが、自己肯定感や自分が尊重されているという実感につながっていきます。自
分で考え、選択し、行動すること。人生全般に渡って必要な姿勢ではないでしょうか。

子供は甘えん坊のように見えて、実は自立したがっています。誰かにやってもらうほうが楽なように見えて
も、自分でやりたがります。知らないうちに物事が進んでいくよりも、自分で決めたほうがやる気が起こりま
す。そんな子供達の姿に真摯に向き合い、共に歩んでいきたいと思います。これから始まる1年間、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

特に新入園のお子様については、環境に慣れる期間が一定程度必要
になる場合が多いため、状況によっては早めのお迎えをお願いする場
合があります。したがって、ある程度生活のリズムに余裕を持たせて頂
くと対応もしやすいと思われます。ただし、就労の状況等でお迎えが難
しいといった場合は柔軟に対応致しますのでご安心ください。

4月当初の保育について

In format ion
お知らせ!



今月のイベント 来月のイベント

L i fe通信
みんなで一緒 に共育
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昭和の日 国民の休日

通常保育スタート

保護者会資源回収

5月14日火曜日　給食ランチ
5月23日木曜日　手作りおやつのお茶会

4月のランチ、おやつはおやすみです。



O n e  m o n t h  o f  N i j iにじの1ヶ月
平成30年度最後の1ヶ月は、卒園式を控えてなにかとそわそわした月になりました。振り返ってみるとみんなでお食事中の写真
が多いですね。物事の区切りにみんなで美味しく食べようというのはこども園でも同じです。1年を通してにじ組が集団としてま
とまってきていよいよあお組のみんなを送り出し、あらたにおおももや新入園の子たちを迎えるべく過ごした1ヶ月でした。

おわかれ遠足
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もも組のみんなもいっしょに緑の村へ遠
足に行きました。暖かい日で、最後のみん
な揃ってのおでかけはとても楽しい時間
になりました。お弁当の後、あお組とき組
は緑の村のアスレチックコースへ。普段と
は違ういろいろな遊具に挑戦しました。美
味しいお弁当のご協力、ありがとうござい
ました。

ムッレの森
あお組にとっては最後のムッレの森に行ってきました。春先足元がおぼ
つかなかったあか組も、しっかりとした足取りで歩いていて成長を感じ
させられました。ひさしぶりの山道でしたが、道中楽しく歩くことがで
きたと思います。つい最近道が直ったおか
げもあって、給食を運んで森の中で食べる
ことができました。外で食べるごはんは格
別。いつもよりおかわりをする子も多く、お
なかいっぱいで帰路につきました。

おおももの子たちがにじ組へ
３月はこども園用語で「移行期」。年長児の卒園と共に、こ
れまでもも組だった2歳児クラスの子たちがにじ組へと進
級する準備を進めていく月です。今年もおおももの子たち
がにじ組へやってきて、あれこれおもちゃを触ったり、お兄
さんやお姉さんに混ざって遊んだりとドキドキしながらの
時間を過ごしました。にじ組は本格的に育ち合いが始まる
場所。今年も新しい仲間を迎えてどんなクラスになってい
くか楽しみです。

やっぱりおさんぽ
あわただしい3月も、気持ちのいい日はやっぱりおさんぽ。歩き慣れた道をいきます。春
の気配があちこちにみられる里山の景色を眺めながら心地いい時間を過ごすことがで
きました。4月になるとあちこちで花が咲き始めます。それもまた楽しみです。



ももの1ヶ月

造形あそび

卒園式を控えて全体的にあわただしい雰囲気の3月ですが、もも組はいつも通り
の毎日でした。ゆっくりと、確実に大きくなっていくもも組のみんな。新しい年度
も楽しみですね。

おもちゃのお絵描き先生で絵を描いたり、紙に書きたがる子
も増えました。「あお～！」「きいろ！」などと言いながら、好きな
色を選んで思い思いに描いてみたり、人の顔を描いて楽しん
でいます。
そして散歩でテントウムシを見つけ大喜びのちいもも。それな
らば、とお部屋でテントウムシのモチーフを用意して置いてお
くと、「あ！テントウムシ！」と指差して集まってきてくれました。
赤い羽根の部分に自分たちが見た黒い斑点をシールで貼って
いきます。何回か遊んでいるうちに自分で剥がしてまた貼り直
して・・・と上手に遊べるようになりました。
作ってみること、イメージしたものを形にすること、そんな遊び
も楽しんでいきたいです。 手づくりおやつ

今日のメニューはおにぎり。手作りおやつはいつも人気です。

おわかれ遠足

みんなで緑の村に行きました。気持ちのいい天気で、遊具でたくさん遊ぶことができました。そして一番のおたのしみはやっぱりお弁当。色とりどりで
華やかなランチタイムになりました。ご協力いただきましてありがとうございました。

おさんぽ

春の気配がする3月の里山を歩きました。それ
にしても子供は地面が近いから本当にいろいろなものに気付きます。なにかが気になっては立ち止まり・・・そこにまた
みんなが集まり・・・というもも組らしいマイペースなおさんぽです。

小さなちいもものみんなも毎日の食事の様子を見ています。いつもお家や園で食
べているものを自分で作って再現。料理が完成するとテーブルへ運び、友達といっ
しょに美味しそうに食べています。ままごとは世界で最も身近で小さな社会であ
る家庭を再現する遊び。ここを出発点にして再現する世界がどんどん広がってい
きます。それは子供
達にとって遊びを通
して社会性を獲得し
ていく第一歩。次はど
んなごっこ遊びが始
まるか楽しみですね。

ままごと遊び

O n e  m o n t h  o f  M o m o
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T o p i c s

平成30年度卒園式が先日執り行われ、今年も8名の卒園児を無事に送り出すことができました。卒園児の保護者の皆さん
はもちろん、在園児保護者の皆さんにも多数ご参加いただいて卒園児をお見送りいただき、本当にありがとうございました。

セレモニーとしての凜とした空気と子供らしいにぎやかかつそれを見守る大人の温かい心に包まれて、とてもいい式にして
頂けたように思います。

大人は思い出を積み重ねていくのに対して、子供はそれを消化して前へ前へ進んでいくようなところがあると思います。世界
で初めて幼稚園を作ったフレーベルが示したように、幼児期の育ちは目に見えない根っこのようなもの。ずっと覚えていて
ね、忘れないでね、なんていうのは大人のエゴというものです。

これまで過ごしたこども園での日々が、子供達の心の奥のほうにしっかり根付き、小学校以降続いていく長い人生を底支え
していってくれればうれしいです。

卒園、本当におめでとう。

卒園式



いまさらですが
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T o p i c s

新年度より、Instagramをはじめることにしました。写真については現在DAYS掲載の写真を中心に「flicker」というサイト
で一部公開していますが、Instagramにおいてはこども園での生活の様子というよりは、「美しい写真」、「印象的な写真」を
テーマとしてアップしていく予定です。どうぞお楽しみに。

なお、これらのサイトに写真をアップしてほしくないという場合は、連絡帳などを通して遠慮なくお伝えください。

はじめます

こどもの森では、室内、室外、里山、ムッレの森などさまざまなフィールドでさまざまな活動
を日々行っていますが、そのうち室内遊びのひとつが「5歳児のあそび」という書籍にて紹
介されました。

取り上げられたのは室内遊びの中でも「環境認識」と呼んでいる活動で、子供達の身の回り
で起きる事象、あるいは取り巻く環境の中から子供達が興味を持っているものを選び、それ
を遊びを通して掘り下げていくものです。子供達はそういった活動を通して様々な力を身に
付けていきます（掲載されているのは「図書館あそび」）。

詳しくは本に、そして、さらに詳しくは元になった園で作成した資料もありますので、ご興味
あればお渡しいたします。

いずれにせよ、このような形で多くの幼児教育関係者に当園の取り組みを知って頂ける
のはうれしいことです。出版社から献本頂いたもののうち一部を協力頂いた上石津図書
館に寄贈しましたので、そちらでもご覧いただけます（もちろん購入もできます！）。ぜひ
一度目を通してみてください。

かみいしづこどもの森の取り組みが保育関係書籍で紹介されました

子供達が楽しく遊び、生活習慣を身に付ける場所であるこども園ですが、それ以外にも公的なニュアンスが強い施設です。という
わけで、このたびAED（自動体外式除細動器）を園に常備することに致しました。
園児はもちろん、保護者の皆様や職員、あるいは近隣住民の方々の使用まで想定していますので、「かみいしづこどもの森にAED
がある」という事実の周知のご協力お
願い致します。
また、設置するだけでは意味がありま
せんので、併せて職員向けに講習も行
いました。使う機会がないことが一番
ですが、万が一の場合にも対応できる
ようにしていきたいと思います。

AED、設置しました

以前、DAYS誌上に「ママノワ」というコーナーがありました。毎月1人ずつ、家族写真付きで保護者の方に登場頂くという内容でし
た（言葉の響きで「ママノワ」としていますが、お父さんやご両親で登場される場合もありました）。
平成27年12月を最後におやすみしていましたが、ここ最近いろいろな地域から通園頂くようになったことから、この度再開するこ
とにいたしました。

何人ずつ紹介するか、どういう順番でお願いするかはこれから検討しますが、5月号からスタートする予定です。その際にはご協力
どうぞよろしくお願い致します。

なお、DAYSはこどもの森のwebサイトにも掲載していますが、web版にはボカシをかけますのでご安心ください。

ママノワ、再開します！



社会福祉法人堂角舎 幼保連携型認定こども園 かみいしづこどもの森
〒503-1621 岐阜県大垣市上石津町下多良694-2  tel.0584-45-2040  fax.0584-45-3595
http://kamiishizu.codomonomori . jp
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クリームシチュー　ほうれん草とキャベツの和え物　フルーツカクテル

わかめと卵のおすまし　小松菜のしらすサラダ　バナナ

大豆と茄子の味噌汁　肉じゃが　きゅうりとチーズの酢の物

ハヤシライス　キャベツのコーン煮　フルーツカクテル

パン　牛乳

カレーライス　フルーツヨーグルトミックス

小松菜のおすまし　松風焼き　かぼちゃの甘煮　りんご

里芋と大根の味噌汁　鮭の酒蒸し　ブロッコリーとちくわのサラダ　バナナ

ねぎとわかめのコーンスープ　厚揚げの炒め物　さつまいものレモン煮

茄子とかぼちゃの味噌汁　揚げ豆腐の和風あんかけ　きゅうりと長いものさっぱり漬け

パン　牛乳

豆乳スープ　レバーバーグ　人参サラダ　りんご

レタスミルクスープ　豚肉チーズロールフライ　ほうれん草のピーナッツ和え

春雨スープ　鶏肉と大豆の揚げ煮　きゅうりの昆布和え　りんご

小松菜とあさりの味噌汁　さわらと人参の煮物　ポテトサラダ

キャベツとえのきの味噌汁　ツナとひじきの炒り豆腐　焼きかぼちゃ　ゆでブロッコリー　オレンジ

パン　牛乳

カレーライス　フルーツヨーグルトミックス

小松菜のおすまし　松風焼き　かぼちゃの甘煮　りんご

里芋と大根の味噌汁　鮭の酒蒸し　ブロッコリーとちくわのサラダ　バナナ

ねぎとわかめのコーンスープ　厚揚げの炒め物　さつまいものレモン煮

茄子とかぼちゃの味噌汁　揚げ豆腐の和風あんかけ　きゅうりと長いものさっぱり漬け

パン　牛乳

ホットケーキ

しらすおにぎり

パインチーズクラッカー

きな粉おはぎ

いちご白玉

ポパイカップケーキ


